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研究成果の概要（和文）：分析哲学においては、概念分析が哲学の中心的な課題であり、概念分析はさまざまな
個別事例に関する直観に依拠して進められると考えられてきた。本研究では、このような哲学方法論には分析哲
学内部における理論的批判や、実験哲学研究による実証的批判が存在すること、それに代わる哲学観としては、
自然化された認識論に依拠した経験的探究としての哲学、質問紙調査などの実証的な手法を取り入れた実験研究
としての哲学、概念工学としての哲学など、いくつかの有望な代替案が存在することを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In analytic philosophy it has been thought that the central task of 
philosophy is conceptual analysis and the basis of conceptual analysis is intuition on individual 
cases. In this research project, we found that there are theoretical criticism on this standard view
 of philosophy, as well as empirical criticism from experimental philosophers and that there are 
some promising alternative views of philosophy; philosophy as an empirical inquiry based on 
naturalized epistemology, philosophy as experimental study adopting empirical methods such as 
questionnaire survey, and philosophy as conceptual engineering.

研究分野：哲学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、個別事例に関する直観に基づく概念分析という標準的な哲学観に疑問を投げかけ、それに対するい
くつかの代替案を明らかにした。その成果は、質問紙調査に基づく実験哲学研究に見られるように、哲学研究手
法の拡張につながるとともに、個々の哲学的問題における論争に新たな進展を促すことが期待される。さらに、
哲学を社会にとって有用な概念を創造する営みと捉えることは、哲学の社会に対する関与を強めることにつなが
る。このように、新たな哲学観は、哲学的探究の多様化、活性化、社会化につながることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 

 

 哲学とはどのような学問かという問いは、カント、現象学者、論理実証主義者など、哲学の刷

新を試みた人々によって、これまでもたびたび問われてきた。しかし、英語圏を中心とした哲学

研究においては、彼らの見解はいずれも支配的となることはなく、現在では、いわゆる分析哲学

が主流となっている。 

 分析哲学においては、1990年代から、スティッチ、ゴールドマン、コーンブリスらが、認識

論に認知科学などの研究成果を取り入れた自然化された認識論 (naturalized epistemology) の

観点から、概念分析や思考実験といった分析哲学の標準的な方法論に対する批判を展開してき

た。さらに、近年では、実験哲学 (experimental philosophy) の台頭によって、分析哲学の標準

的な方法論は、さらなる批判にさらされている。これに対して、分析哲学を擁護する側からも、

さまざまな反論が提出されている（たとえば T. Williamson, 2007, Philosophy of Philosophy, 

Blackwell など）。このように、哲学についての哲学、すなわちメタ哲学は、近年再び多くの哲

学者の関心を集めている。その状況は、Metaphilosophy誌掲載の諸論文や、Oxford Studies in 

Experimental Philosophy叢書の刊行などからもうかがえる。 

 

２．研究の目的 

 

 本研究の目的は、上記の背景と、研究代表者および研究分担者がこれまでに行ってきた哲学的

自然主義や実験哲学などに関する研究の成果をふまえ、メタ哲学一般に研究対象を拡大し、哲学

という学問の本性についてより包括的な考察を行うことである。具体的には、①哲学的知識の本

性の解明、②従来の哲学方法論の評価、③哲学的自然主義の可能性と限界の検討、④実験哲学の

意義の評価、⑤メタ哲学的観点からの哲学史の見直し、という 5 つの課題について研究を進め

る。研究の目的は、これらの課題の考察を通じて、哲学の本性や方法に関する一連の問いに解答

を与えることである。研究の核となるのは、哲学は単一の目的や方法を共有する統一的な学問領

域なのか、という問いである。 

 

３．研究の方法 

 

 本研究では、メタ哲学に関連する上記 5課題について、研究会や学会ワークショップ等を通じ

て、4年間で順に研究を進める。初年度は課題③および課題④、次年度と次々年度は課題①およ

び課題②、最終年度は課題⑤を中心に研究を進める。研究成果は国内・海外の学会等で発表する。

同時に、海外から講演者を招聘し、短期セミナーやシンポジウムを開催することを通じて、海外

のメタ哲学研究者との連携を推進する。研究組織には、メタ哲学への関心を共有し、異なる領域

を専門とする若手研究者が、中核的な役割を果たす研究分担者・連携研究者として参加し、さら

に、研究経験の豊富な研究者がアドバイザー的な役割の連携研究者として参加する。 

 

４．研究成果 

 

 4 年間の研究期間に、以下に記す代表的な研究成果を含めて、学会におけるワークショップ 3

件、国際ワークショップ 4 件、セミナー1 件、講演会 13 件、共著 5 冊（うち研究代表者が編者

であるもの 1冊、連携研究者が編者であるもの 1冊）、論文 11 本、学会発表 36件の研究活動を

行った。 

 その主要な研究成果は以下の通りである。 

 課題①に関しては、哲学を自然科学と類比的な客観的事実の探究と考える見方に対する有望

な代替案として、哲学を社会にとって有用な概念の創造・改変の営みと考える、「概念工学」と



しての哲学という考え方に着目し、心や自由意志といった概念について、その具体的な可能性を

検討した。その成果は、鈴木貴之と太田紘史が分担執筆した共著『＜概念工学＞宣言！：哲学ｘ

心理学による知のエンジニアリング』として公刊されている。 

 また、オスロ大学 ConceptLab との共催で、2018 年と 2019 年に東京大学駒場キャンパスにお

いて概念工学と哲学における進歩を主題とした国際ワークショップを開催した。これらのワー

クショップの開催を通じて、メタ哲学における最新の研究動向を学ぶとともに、海外のメタ哲学

研究者との人的ネットワークの形成を進めた。 

 課題②に関しては、哲学における直観の役割やその信頼性をめぐる論争について考察し、分析

哲学における主要な主要である概念分析においては直観が不可欠な役割を果たすが、その信頼

性を疑うべき原理的・経験的な理由が複数存在することを明らかにした。その成果は、鈴木貴之

の論文「哲学における直観の信頼性」などとして発表されている。 

 哲学方法論に関する個別的な問題としては、とくに規範倫理学における直観使用についてセ

ミナー等において検討し、道徳に関する心的メカニズムの進化的来歴から道徳的直観の信頼性

を疑う論証にはさまざまなバリエーションがあること、そのいずれも決定的とは言いがたいこ

と、義務論だけがその種の論証の対象となるわけではないことなどを明らかにした。その成果は、

笠木雅史の論文「進化論的暴露論証とはどのような論証なのか」などとして発表されている。 

 課題③に関しては、2016 年の日本科学哲学会大会におけるワークショップなどを通じて、哲

学的自然主義とはどのような立場か、自然主義と物理主義はどのような関係にあるか、自然主義

に対する代替案としてはどのような立場があるかといった問題を考察し、哲学的自然主義の本

質は基礎づけ主義の拒否にあること、物理主義は自然主義の 1 つの有力なオプションであるこ

となどを明らかにした。その成果は、井頭昌彦の論文「哲学的自然主義の内と外」などとして発

表されている。 

 また、自由意志、責任、心、意識といった個別の問題について、それらを自然化することには

どのような困難が存在するか、それらについて自然主義的な見方をとることで、われわれの常識

や社会実践にはどのような変化が生じるかといった点について考察した。その成果は、鈴木貴之

の論文「哲学における責任の問題」や太田紘史の論文「意識をめぐる物理主義と反物理主義のバ

トルライン」などとして発表されている。 

 課題④に関しては、実験哲学を主題とした初の日本語書籍である『実験哲学入門』を、鈴木貴

之を編著者として共同執筆した。2020 年 6 月出版予定の同書では、実験哲学の成立背景、哲学

の主要トピックにおける実験哲学研究の流れ、実験哲学のメタ哲学的な意義などを概観し、実験

哲学には方向性を異にする 3 つのプロジェクトが含まれるが、それぞれのトピックに関する実

験哲学研究においては、それら 3つの方向性が複雑に関係しあっており、実験哲学には哲学の論

争解決を促すという積極的な可能性、従来の哲学方法論に根本的な再考を促すという破壊的な

可能性、哲学的な主題に関する認知のメカニズムを明らかにするという認知科学研究としての

可能性など、多様な可能性が開かれていることを明らかにした。 

 また、2017 年 2 月には、南山大学名古屋キャンパスにおいてヴィクトリア大学のジャスティ

ン・シツマ氏を講演者とした連続セミナーを開催し、実験哲学の具体的な研究手法や、氏が行っ

ている最新の研究について議論し、今後の研究交流に向けての基盤を確立した。 

 さらに、個別的な実験哲学研究としては、言語哲学を主題とした笠木雅史らによる論文

‘Definite Descriptions and the Alleged East-West Variation in Judgments about 

Reference’や‘Problems of Translation for Cross-Cultural Experimental Philosophy’な

どが発表されているほか、太田紘史が自由意志やメタ倫理学に関する実験哲学研究のレビュー

を行った。 

 課題⑤に関しては、これまで不明な点が多かった 20 世紀前半における分析哲学の成立過程に

ついて、近年出版された文献の分析などを通じた研究を進め、この時期に英語圏とドイツ語圏を

中心として複雑な研究交流が成立していたことを明らかにした。その成果は、2017 年の日本科

学哲学会シンポジウムにおいて笠木雅史によって発表され、論文「ケンブリッジ分析学派の興



亡：「言語論的転回」はいつ起こったのか？」として発表されている。 

 以上の研究を通じて、①直観に依拠した概念分析という分析哲学の手法に関しては、分析哲学

内部における理論的批判や、実験哲学者による実証的批判が存在すること、②それに代わる哲学

の方法論としては、自然化された認識論に依拠した自然主義的な方法論、質問紙調査などの実証

的な手法を取り入れた実験哲学、概念工学としての哲学など、いくつかの有望な代替案が存在す

ることが明らかになった。残された課題としては、①直観に依拠した概念分析としての哲学とい

う見方にはどの程度の可能性が残されているのかを明らかにすること、②それぞれの代替案が、

哲学の各問題領域においてどの程度の妥当性と有効性をもつのかを明らかにすることが挙げら

れる。 
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